
名古屋市北区柳原三丁目7番8号 
TEL〈052〉916－2251 
FAX〈052〉916－2308

U R L http://www.jaichi.jp
Eメール info@jaichi.jp

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（１） ２０１５年２月１０日 第１１０８号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

１５春闘２．１９地域総行動２０１５．２．１０
No.1108 ●早朝宣伝など

と き：２月１９日（木）
ところ：県下各地域で

発行責任者 林 達也 定価 １０円
組合員の購読料は組合費の中に含まれています

愛
知
社
会
福
祉
協
議
会
労
働

組
合
・
尾
東
支
部
結
成
大
会
が

１
月
２８
日
、
日
進
市
の
に
ぎ
わ

い
交
流
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

尾
東
支
部
は
、
瀬
戸
・
尾
張

旭
・
長
久
手
・
日
進
・
東
郷
・

豊
明
を
エ
リ
ア
に
し
て
い
ま

す
。
瀬
戸
に
続
い
て
東
郷
で
分

会
結
成
。
２０
人
を
超
え
る
組
織

と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
会
に
は
東
郷
社
会
福
祉
協

議
会
の
仲
間
を
は
じ
め
、
中
水

労
な
ど
地
域
の
単
組
か
ら
も
応

援
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。

自
治
体
職
員
の
賃
金
引
き
下

げ
攻
撃
が
、
自
治
体
に
準
ず
る

と
し
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
に
も
及
ぼ
う
と
し
て
お

り
、
こ
の
攻
撃
を
は
ね
返
し
た

い
と
い
う
要
求
が
分
会
結
成
の

バ
ネ
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
圧
倒
的
に
多
い
非
正
規
労

働
者
か
ら
は
、
特
別
休
暇
を
職

員
並
み
に
認
め
て
ほ
し
い
、
と

の
要
求
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
郷
分
会
の
分
会
長
に
決

ま
っ
た
ば
か
り
の
佐
藤
昭
雄
さ

ん
は
、「
組
合
結
成
の
今
日
を

ス
タ
ー
ト
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
、
要
求
闘
争
に
頑
張
る

思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

２
月
４
日
、
半
田
市
職
は
、

執
行
委
員
会
の
前
段
３０
分
、
県

本
部
の
永
井
執
行
委
員
を
講
師

に
「
学
習
を
力
に
」
を
教
材
に

学
習
会
。
本
庁
や
病
院
職
場
か

ら
１５
人
が
参
加
し
、
２
月
５
日

か
ら
の
各
職
場
で
の
総
学
習
の

手
立
て
を
確
認
し
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、「
１５
春
闘
方

針
は
、
非
正
規
へ
の
と
り
く
み

が
重
要
と
な
っ
て
い
る
が
、
県

本
部
で
運
動
構
築
は
で
き
て
い

る
の
か
？
」
な
ど
、
具
体
的
な

運
動
へ
の
質
問
も
出
さ
れ
、
講

師
か
ら
「
主
要
な
課
題
は
賃
金

の
底
上
げ
だ
と
思
う
。
そ
の
意

味
で
も
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の

た
た
か
い
が
重
要
」
と
、
最
賃

体
験
や
署
名
の
と
り
く
み
強
化

が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

４
日
に
は
、
豊
川
市
職
労
で

も
執
行
委
員
会
で
学
習
会
を
行

い
５
人
が
参
加
。
春
闘
情
勢
を

学
び
合
う
と
と
も
に
、
２
月
９

日
か
ら
２７
日
の
期
間
で
本
庁
や

浄
水
場
、
出
先
職
場
な
ど
で
の

学
習
会
の
開
催
を
計
画
。
保
育

園
で
園
ご
と
に
実
施
日
を
設
定

す
る
な
ど
、
総
学
習
の
成
功
へ

具
体
化
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

豊
橋
市
民
病
院
の
病
棟
助
手

は
２
年
前
、
委
託
か
ら
市
の
直

接
雇
用
に
雇
用
形
態
が
変
わ
り

ま
し
た
が
、
現
状
は
、
看
護
師

の
慢
性
的
な
欠
員
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。
病
棟
業
務
に
お
け

る
看
護
助
手
さ
ん
は
重
要
な
戦

力
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ろ

ん
な
問
題
が
あ
っ
て
も
「
ど
こ

に
言
え
ば
、
聞
い
て
も
ら
え
る

の
か
」
と
い
う
不
満
の
声
が
上

が
り
始
め
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
豊
橋
市
職
労
病
院

支
部
は
１
月
２０
日
、
２１
日
と
病

棟
助
手
を
対
象
に
組
合
説
明
会

を
開
催
し
、
３６
人
の
参
加
者
を

集
め
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
や

自
治
労
連
の
パ
ン
フ
を
使
い
、

労
働
組
合
の
必
要
性
と
そ
の
運

動
、
さ
ら
に
賃
金
労
働
条
件
の

改
善
で
、
働
き
が
い
を
持
っ
て

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
み
ん

な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
、
と
訴

え
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
経
験
が

求
め
ら
れ
る
職
種
な
の
に
、
何

年
働
い
て
も
新
人
と
同
じ
時

給
」「
通
勤
手
当
が
２
０
０
円

で
は
大
赤
字
」「
師
長
の
考
え

方
次
第
で
、
業
務
内
容
が
病
棟

ご
と
に
違
う
」「
早
出
と
遅
番

ば
か
り
」
な
ど
多
く
の
不
満
や

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

説
明
会
の
そ
の
場
で
も
半
数

近
く
が
加
入
。
そ
の
後
も
粘
り

強
く
対
話
を
重
ね
、
最
終
的
に

説
明
会
に
参
加
し
た
３６
人
全
員

が
組
合
に
加
入
し
ま
し
た
。

豊
橋
市
職
労
で
は
、
今
後
も

病
棟
助
手
の
要
求
前
進
に
向
け

要
求
書
づ
く
り
と
説
明
会
を
行

い
、
組
合
加
入
を
訴
え
ま
す
。

春
日
井
市
職
労
で
は
、「
学

習
を
力
に
」
を
教
材
に
し
た
総

学
習
が
本
庁
職
場
を
皮
切
り
に

ス
タ
ー
ト
。
１
月
２０
日
か
ら
連

日
の
よ
う
に
組
合
事
務
所
に
２

人
、
３
人
と
集
ま
っ
て
は
学
習

を
す
す
め
、
２７
日
ま
で
に
２７
人

を
数
え
て
い
ま
す
。
２
月
６
日

ま
で
本
庁
で
と
り
く
む
と
同
時

に
、
１
月
２７
日
に
調
理
員
さ
ん

を
対
象
に
。２
月
１３
日
に
清
掃
、

１４
日
は
病
院
と
学
習
会
の
計
画

が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
の
都
合
な
ど
学

習
会
に
ど
う
し
て
も
参
加
で
き

な
い
仲
間
に
は
、「
学
習
レ
ジ

メ
」
を
届
け
る
な
ど
、
す
べ
て

の
仲
間
が
学
習
で
き
る
よ
う
に

手
立
て
を
と
っ
て
い
ま
す
。

病棟助手３６人が加入
豊橋市職労
病 院 支 部

関
連
で
非
正
規
で

組組織織
拡拡大大
一
歩

一
歩

前
進
�

パワーポイント使って学習会

尾東地域で―――――
社会福祉協議会労働組合結成

賃金引き下げ許せない

春春
闘闘
学学
習習
でで
情情
勢勢
をを
学学
びび

職職
場場
要要
求求
のの
実実
現現
へへ
みみ
んん
なな
でで
行行
動動
��

“着実に前進を勝ちとろう”と要求闘争に組織拡大に決意�

賃
金
の
底
上
げ
で

非
正
規
の
格
差
是
正
を

執行委員会で学習会／豊川市職労

半 田 市 職
豊川市職労

『批准投票』を成功させよう�

すべての単組で要求書を提出し、
要求実現に向けて

「総学習・総対話」スタートへ／半田市職

２月２日～１６日

すす
べべ
てて
のの
仲仲
間間
にに
��

「「
学学
習習
をを
力力
にに
」」届届
けけ
てて
春日井
市職労

〈投票期間〉



（２）自治体 あいちの仲間２０１５年２月１０日 第１１０８号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

労
働
者
の
賃
上
げ
と

下
請
企
業
の
経
営
守
れ

トトヨヨタタはは社社会会的的責責任任をを果果たたせせ
トトヨヨタタ関関連連企企業業
要要請請行行動動

２
年
連
続
最
高
益
で
営
業
利

益
は
２
兆
７
０
０
０
億
円
予
想

と
い
う
ト
ヨ
タ
自
動
車
。『
中

日
新
聞
』
１４
年
１１
月
１２
日
付
の

「
社
説
」
は
、「
ト
ヨ
タ
最
高

益

下
請
け
に
は
〝
恩
返
し
〞

を
」
と
し
て
「
部
品
買
い
上
げ

価
格
の
引
き
上
げ
」
な
ど
を
求

め
て
い
ま
す
。

２
月
６
日
、
第
３６
回
ト
ヨ
タ

総
行
動
実
行
委
員
会
は
、「
ト

ヨ
タ
本
社
」「
ト
ヨ
タ
車
体
↓

ア
イ
シ
ン
」「
デ
ン
ソ
ー
↓
豊

田
自
動
織
機
↓
ト
ヨ
タ
紡
織
」

の
３
つ
の
コ
ー
ス
で
、「
ト
ヨ

タ
自
動
車
お
よ
び
関
連
企
業
の

『
社
会
的
責
任
』
を
求
め
る
」

要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

自
治
労
連
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
や

建
交
労
な
ど
と
「
デ
ン
ソ
ー
↓

豊
田
自
動
織
機
↓
ト
ヨ
タ
紡

織
」
を
訪
問
し
、
�
２
０
１
５

春
闘
で
は
、
す
べ
て
の
労
働
者

に
残
業
が
な
く
て
も
生
活
で
き

る
賃
金
を
保
障
す
る
こ
と
。
非

正
規
労
働
者
の
正
規
化
を
す
す

め
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
。

�
関
係
す
る
職
場
す
べ
て
に
お

い
て
、労
働
災
害
や
セ
ク
ハ
ラ
・

パ
ワ
ハ
ラ
を
一
掃
す
る
こ
と
。

�
中
小
下
請
企
業
へ
の
下
請
単

価
の
改
善
を
お
こ
な
い
、
下
請

二
法
を
は
じ
め
と
す
る
法
律
を

順
守
す
る
こ
と
、な
ど
を
要
請
。

労
働
者
の
賃
上
げ
と
下
請
中
小

企
業
の
経
営
を
守
り
、
地
域
経

済
の
発
展
の
た
め
、
内
部
留
保

の
一
部
を
活
用
し
、
社
会
的
責

任
を
果
た
す
こ
と
が
、「
企
業

が
社
会
的
信
頼
」
を
得
る
こ
と

に
繋
が
る
は
ず
と
訴
え
ま
し

た
。

豊田自動織機へ向かう要請団トヨタ紡織へ要請

い
よ
い
よ
２
月
２８
日
〜
３
日

１
日
に
県
本
部
青
年
企
画
「
キ

ラ
☆
ス
パ
」
が
西
尾
市
吉
良
町

の
三
河
湾
リ
ゾ
ー
ト
リ
ン
ク
ス

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
き
プ
ロ

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
で
試
み
た
「
仕
事
」

に
つ
い
て
の
交
流
を
も
う
一
歩

す
す
め
、
今
度
は
「
自
治
研
」

を
テ
ー
マ
に
学
び
ま
す
。
若
い

み
ん
な
で
仕
事
や
職
場
の
グ
チ

や
悩
み
を
出
し
、「
自
分
の
職

場
で
、
住
民
の
た
め
に
、
こ
ん

な
仕
事
を
し
た
い
！
こ
ん
な
こ

と
や
っ
て
み
た
い
！
」
そ
ん
な

思
い
を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

�
�
�

��

�
��

�

全
県
か
ら
参
加
申
込
が
届
き

始
め
て
い
ま
す
。
半
田
市
職
で

は
、
お
き
プ
ロ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
参
加

者
か
ら
声
を
か
け
て
４
名
が
申

し
込
み
。
ほ
っ
こ
り
ツ
ア
ー
や

沖
縄
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
中

水
労
か
ら
も
４
名
が
参
加
を
表

明
。
お
き
プ
ロ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
か
ら

半
年
、
新
た
な
広
が
り
が
次
々

に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

参
加
申
込
の
〆
切
は
２
月
１３

日
。
つ
な
が
り
を
実
感
で
き
る

若
手
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
き

く
広
げ
ま
し
ょ
う
。

デンソーへ要請を終えて…

愛知県知事選挙の結果について（抜粋）

２０１５年２月２日

自治労連愛知県本部

２月１日投票で行われた愛知県知事選挙で、自治労連

愛知県本部が推薦した革新県政の会の小松たみこ候補

は、得票率１９．３７％、３９１，３０８票を獲得し、前回（２０１１年）

の知事選挙の１４１，３２０票から２．８倍に躍進させ善戦健闘し

ました。小松たみこ候補の勝利に向け、ご奮闘いただき

ました単組役員並びに組合員の皆さんに厚く感謝を申し

上げます。

自治労連愛知県本部は、革新県政の会に結集し、小松

たみこ候補を先頭に、県知事選挙を私たちの切実な要求

を実現する絶好のチャンスとし、安倍政権の国民いじめ

の政治にストップをかけ、現職知事のアベノミクス追従

大企業優先の県政に「ノー」の審判を下し、県民のいの

ちとくらしを大切にする愛知県政へ転換させ、「憲法と

地方自治が生きる自治体」をつくり要求を実現させるた

め取り組みを進めました。

小松たみこ候補の「女性の知事で、くらし安心、希望

を持てる愛知に」しよう、との訴えに県民の共感が広が

り、選挙後もマスコミが「元気な愛知だけでなく中小企

業、介護、少子化など対策を進めてほしい」と県民の声

を紹介し報道しています。選挙戦を通じて、県民のくら

しを支える県政のあり方への道筋を示し広げてきたこと

は、今後の確信となるものです。

引き続き、選挙戦で訴えてきた政策の実現のため、み

なさんとともに運動を強め、憲法が生き、県民のいのち

とくらしを守る県民本位の県政をめざすとともに、２０１５

年春闘、統一地方選挙を通じて、労働者と住民要求実現

をめざして、職場から地域へ共同を広げて一層奮闘する

決意です。

選挙結果 小松たみこ ３９１，３０８票（得票率１９．３７％）

大村秀章 １，６２９，１４７票（得票率８０．６３％）

愛
知
県
本
部
の
新
春
旗
開
き

が
１
月
９
日
、
県
本
部
会
議
室

で
行
わ
れ
、
各
単
組
・
民
主
団

体
の
代
表
が
に
ぎ
や
か
に
懇

談
。
２
０
１
５
年
の
た
た
か
い

へ
意
思
を
固
め
合
い
ま
し
た
。

写真は、２０１４おきプロＮＥＸＴでの学習会

２
月
４
日
、
社
会
保
険
庁
に

よ
る
不
当
解
雇
・
政
治
的
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
は
許
さ
な
い
、
と
解

雇
撤
回
を
求
め
る
裁
判
に
７４
人

が
傍
聴
参
加
。
報
告
集
会
で
も

勝
利
へ
頑
張
ろ
う
、
の
決
意
。

２５
日
、
自
治
労
連
青
年
部
・

愛
知
県
知
事
選
挙
支
援
行
動
が

と
り
く
ま
れ
、
豊
橋
駅
前
で
の

メ
ガ
ホ
ン
宣
伝
や
周
辺
へ
の
桃

太
郎
宣
伝
な
ど
、
全
国
か
ら
と

愛
知
の
青
年
が
元
気
に
行
動
。

����������
������

公公
務務
の
働働
き
が
い
は
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